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　爽やかな風がふく晴天の中、角鹿中学校吹奏楽部の生徒さ

んによる開会宣言でスタートした今年の親子のフェスティバ

ル。趣向を凝らした演奏で開会を盛りあげてくれました。

　たくさんの親子づれが会員の皆さんのブースをまわり、笑

顔があちらこちらで見られ、運営委員の私たちも共に楽しい

ひと時を過ごすことができました。そして今年の目玉の一つ

「ラ・ フェラーリとフェラーリ」を一目見ようと子どもの手を

引くお父さんの姿が多く見られ、とてもほほえましい光景が

印象的でした。

　最後になりましたが、この親子のフェスティバルの開催意

義にご賛同いただいた団体の皆様には、実行委員会、前日の会

場設営及び当日の運営協力、撤収と大変お世話になりありが

とうございました。この場をお借りしてお礼申し上げます。

また来年も、このたくさんの笑顔に出会えることを楽しみに、

運営委員一同力を合わせ頑張っていきたいと思っております

ので、よろしくお願い致します。

親子のフェスティバル実行委員会 運営委員   山川 登志美

ありがとう
  ございました♪

　たくさんの
　 　方々に
 ご来場いただき

あ
そ
ぶ

見
る

体
験
す
る

家
族
の
ふ
れ
あ
い

　第34回親子のフェスティバルに20,000人もの多くの方々に

ご来場いただきました事、主催者をはじめ関係者一同心より御
礼申し上げます。おかげさまで今年も多くの子どもたちの笑顔
を見る事が出来ました。
　今年の親子のフェスティバルでは、初めての試みでフェラー
リのオーナーの方々のご協力を頂き 8台ものフェラーリを展

示することが出来ました。
　また昨年度から始まった『福井しあわせ元気国体・福井しあ
わせ元気大会』の敦賀会場での種目の体験ブースや大型プラ
レールの展示など、おかげさまで大好評をいただきました。
　今後も「子どもたちの笑顔が見たい」を合言葉に皆様方に楽
しんでいただける親子のフェスティバルを開催してまいります
ので引き続きご支援宜しくお願いいたします。
　最後になりましたが、今年もこのフェスティバルを支えてい
ただいた全ての個人・団体様には本当にお世話になりました。
　この場をお借りして深く感謝申し上げます。
　今後とも引き続きご支援よろしくお願いいたします。

親子のフェスティバル実行委員会 運営委員長   池田 裕太郎

竹ブランコ
楽しいな！！
v(*^o^*)v

　みんな
　　大好き
鉄道玩具！！
o(≧▽≦)o

和太鼓の

　　　　演奏

かっこいい
～！！

(♡♡)

　ドキドキ！！
　わくわく♪
(∩o∩)

　　何が
できるか

 お楽しみ!

(o^^o)

休憩して
お買い物♡
(∧∧)b

こわいけど
楽しい～☆
＼（*^∇^*）／

　ねらいを
　 さだめて

いくよ～!!
(o^^o)

市長も
チャレンジ!!
(o^^o)

   はじめて
     だけど
 うまくできる
 かな？

(ёё)

　きれいに

　　　作って

　ママに
プレゼント！！
(̂ o )̂♪

ホームページにも
写真が載って
いますので
ご覧ください♥

第

34
回

きらめきみなと館きらめきみなと館きらめきみなと館
と その周辺と その周辺と その周辺

9：00～15：00

515
9：00～15：00

515 親子の2016

フェスティバルフェスティバルフェスティバル

　おとなも
子どもも
　　みんな
　　くぎづけ！！
(♡♡)



̶　5　̶ ̶　4　̶

 平成28年6月28日 発行http://seisyounentsuruga.net第 号34  平成28年6月28日 発行http://seisyounentsuruga.net第 号34

大会スローガン

 ● 平成28年度テーマ ● 
《 絆と笑顔があふれる町 敦賀 》

敦賀南小学校

粟野小学校

敦賀北小学校

敦賀気比高等学校

敦賀高等学校

西 川 　 壌

刀 根 晃 季

寺 田 　 光

竹 中 厘 花

籠 谷 琢 磨

小学校５学年の部

「地域の行事に参加して」

高等学校１学年の部

「私の将来について考える」

小学校３学年の部

「ぼくのゆめ」

高等学校２学年の部

「忘れた本来の教育
　─日本人はなぜ勉強するのか─」

小学校１学年の部

「ぼくが『らくごか』に
　なりたいわけ」

　第２部では「青少年からのメッセージ・青少年への
メッセージ」への作文の部応募作品全 3,679 点の
中から、各学年の最優秀賞に選ばれた12人のうち、
5 人の皆さんがステージ発表を行いました。
　親子や家族の絆をテーマに、学年の特色が表れ
た、心温まる作品が紹介されました。会場の聴衆も
小学生の元気の良さと、高校生の力強さに聞き入り
ました。

第　部2第　部2
平成２７年度「青少年からのメッセージ・青少年へのメッセージ」

　第 3 部では、「環境浄化パレード」が行われました。
このパレードは、子どもの心が健全に育つための社会
環境づくりを市民に訴えるため、創立時より行われて
います。
　当日は梅雨入り前の暑さにも関わらず、参加 52 団
体がそれぞれの団体名を記したプラカードを手に、汗
を流しながらのパレードとなりました。

第　部3第　部3 環境浄化パレード

　第１部では「地域の子は地域ですこやかに育てよ
う」のスローガンのもと、第 38 回青少年育成敦賀
市民大会の式典を挙行しました。
　渕上市長をはじめ、多くのご来賓をお迎えし、国
歌・敦賀市歌の斉唱から始まり、ご来賓の皆様から
の貴重なお言葉を賜りました。
　第１部の結びとして、環境浄化部の河野渡さん（敦
賀商工会議所青年部）と参加者全員でスローガンを唱
和し、青少年が健全に育つ地域づくりを、改めて誓
い合いました。

式 典第　部1第　部1
参加者 700人

発 表作 文

場 所 プラザ萬象 大ホール

日 時 6月11日（土）
午前 9:30～11:30

平成28年度

第 　 回38
青少年育成
敦賀市民大会
青少年育成
敦賀市民大会
青少年育成
敦賀市民大会

男女共同
参画
　　センター

敦賀駅前
合同庁舎

敦賀駅前通
郵便局

プラザ萬象プラザ萬象

8

パレードコース

今回からコースが
変更となりました。

復興大臣 衆議院議員
髙木　毅  様

敦賀市議会議長
有馬 茂人  様

会長
籠　正義

環境浄化部
敦賀商工会議所青年部 河野　渡

敦賀市長
渕上 隆信  様

敦賀駅
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お申込み先
お問合わせ

昨年は、みんなで “たのしい科学実験 ” を体験し、
科学の不思議を目でみて、触れて、五感で感じることができました。
温度によって変化する “ マシュマロ ”や “ 風船 ” “ シャボン玉 ”。
また、普段は意識していない『空気』の重さや温度による変化、
空気と二酸化炭素の重さの違いを目で感じる体験をしました。
また、みんなと自作の “ 手打ちそば ” を作って食べたり、

“おぼろ昆布 ”を削っておにぎりで食べたり、楽しかった体験ばかりでした。

今年は、新しい企画でみんなの生活に密着した『電気』と『空気』、『水』が
きれいに守られている場所を見学に行きたいと考えています。

『ひまわり塾』に参加すれば、新しい友達を作ることもできるし、みんなで楽しい体験と
新しい知識を得ることができるのでどんどん申し込んでください。

希望する企画のみの参加も大丈夫です。

ひまわり塾ひまわり塾ひまわり塾
平成２８年度

今年はどんなことをするの？

つるが
つるが

対象学年
小学４・５・６年生

『私たちの生活に関係する見学』

『昆布の手かき体験』

『敦賀の環境問題に関する見学』

『そば打ち体験』

7月30日（土）

8月20日（土）

9月17日（土）

10月 15日（土）

９時15分 ～13時30分

９時30分 ～13時

９時30分 ～12時

９時30分 ～13時

場所

場所

場所

場所

北陸電力㈱敦賀火力発電所

西公民館

天筒浄化センター

西公民館

推進員部  松 山 公 之

平成 28年度の『ひまわり塾』を開講します。

Take  notice ! 

お問い合せは、各小学校または「青少年健全育成敦賀市民会議推進員部事務局（少年愛護センター内）」まで。
すべての企画・授業は青少年健全育成敦賀市民会議 推進員部員が安全を確保し、実施しています。

注）企画内容につきましては、変更となる場合もあります。

申し込み方法は … 各小学校にお申し込みください。
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活
動
し
ま
せ
ん
か

市
民
会
議
で

皆
様
の
青
少
年
へ
の

思
い
を
、

市
民
会
議
で

語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
総
会
は
、市
民
憲
章
の
唱
和
で
始
ま
り
ま

し
た
。
原
幸
雄
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、青
少

年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議
の
活
動
に
永
年

貢
献
し
そ
の
功
績
が
顕
著
な
13
名
の
方
々
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。来
賓
祝
辞
の
後
、

議
事
に
移
り
ま
し
た
。
議
事
で
は
、平
成
27

年
度
の
報
告
及
び
平
成
28
年
度
の
計
画
が
協

議
さ
れ
す
べ
て
の
協
議
事
項
が
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、新
た
に
大
門
豊
子
氏

が
副
会
長
に
選
出
さ
れ
承
認
を
受
け
、副
会

長
４
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
各
部
の
報
告

及
び
計
画
は
、長
谷
川
副
会
長
の
説
明
に
よ

り
平
成
28
年
度
の
活
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に「
私
た
ち
の
願
い
決
議
文
」を
松
山

公
之
推
進
員
部
長
の
朗
読
に
倣
い
全
員
で
唱

和
し
、青
少
年
育
成
活
動
の
意
識
を
高
め
合

い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
っ
た
研
修
会
で
は
、講
師
に

敦
賀
警
察
署
刑
事
課
組
織
犯
罪
対
策
係
係
長

居
関
義
広
氏
を
迎
え「
薬
物
犯
罪
の
現
状
と

留
意
点
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

薬
物
犯
罪
の
現
実
を
収
め
た
D
V
D
を
鑑
賞

し
、薬
物
乱
用
の
社
会
に
与
え
る
弊
害
や
乱

用
者
の
精
神
身
体
へ
の
影
響
の
恐
ろ
し
さ
を

確
認
し
ま
し
た
。
青
少
年
の
薬
物
乱
用
防
止

対
策
に
は
、学
校
と
家
庭
、地
域
と
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
、健
全
育
成
活
動
の
重
要
性

を
か
み
し
め
る
講
演
で
し
た
。

平
成
28
年
４
月
19
日
（
火
） 

午
後
７
時
よ
り

プ
ラ
ザ
萬
象 

小
ホ
ー
ル

93
名

日　
　
時

場　
　
所

参
加
人
数

敦
賀
市
民
会
議
会
長
表
彰

平
成
28
年
度

受
賞
者

青
少
年
健
全
育
成

子
ど
も
会
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加

し
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

長
年
街
頭
補
導
に
従
事
し
青
少
年
の

健
全
育
成
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
む

長
年
街
頭
補
導
に
従
事
し
青
少
年
の

健
全
育
成
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
む

市
民
会
議
の
育
成
部
長
と
し
て
行
事

の
企
画
や
運
営
に
尽
力

長
年
に
わ
た
り
市
民
団
体
の
役
員
を
務

め
社
会
貢
献
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
む

犯
罪
予
防
や
子
育
て
支
援
な
ど
社
会

貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

犯
罪
予
防
や
子
育
て
支
援
な
ど
社
会

貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

街
頭
補
導
に
熱
心
に
取
り
組
み
少
年

の
非
行
防
止
活
動
に
寄
与

街
頭
補
導
や
啓
発
活
動
に
従
事
し
少

年
の
健
全
育
成
に
貢
献

地
区
推
進
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
活
動
に
多
大
な
貢
献

地
区
推
進
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
活
動
に
多
大
な
貢
献

地
区
推
進
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
活
動
に
多
大
な
貢
献

地
区
推
進
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
活
動
に
多
大
な
貢
献

●●●●●●●●●●●●●

平
成
28
年
度 (

第
38
回) 

定
期
総
会
開
催

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

青
少
年
部

育

成

部

環
境
浄
化
部

推
進
員
部

平
　
山
　
英
　
一

鈴
　
木
　
啓
　
子

前
　
　
　
牧
　
子

池
　
田
　
裕
太
郎

　
　
田
　
孝
　
子

山
　
本
　
敬
　
子

　
　
田
　
蔦
　
枝

澤
　
田
　
八
千
代

若
　
松
　
と
し
子

小
　
林
　
裕
　
和

田
　
中
　
貞
　
博

右
　
馬
　
廣
　
幸

森
　
　
　
武
　
士
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最
近
の
報
道
は
、暗
い
ニ
ュ

ー
ス
は
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
、

内
容
も
く
わ
し
く
、又
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
き
ま

す
が
、明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
と
、比
較
的
簡
易

な
取
り
上
げ
方
に
な
っ
て
い
る
様
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
明
る
い
生
活
を
求
め
る
私
達
に
と
っ
て

参
考
に
な
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
存
分
に
取
り
上

げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
明
る
い
」と
い
う
字
は
、日
と
月
の

組
み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
ま
す
。
日
、つ
ま
り
太

陽
の
明
る
さ
は
、自
ら
燃
え
る
明
る
さ
で
あ
り
、そ

の
熱
と
光
は
全
宇
宙
、特
に
こ
の
地
球
の
生
き
物

の
生
命
を
育
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
月
の
明
る
さ

は
、自
ら
の
も
の
で
は
な
く
、太
陽
の
光
を
受
け
て

美
し
く
輝
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
二
つ
を
組
み

合
わ
せ
た
字
が「
明
る
い
」と
い
う
字
な
の
で
す
。

　
例
え
ば
、「
明
る
い
学
校
」と
な
れ
ば
、一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
達
が
自
ら
燃
え
る
部
分
と
他
人
の
そ

れ
を
受
け
て
明
る
さ
を
反
射
さ
せ
る
二
面
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、又
学
校
と
い
う
集
団
、組
織

に
お
い
て
は
、自
ら
が
燃
え
る
人
が
い
た
り
、そ
れ

を
受
け
て
明
る
く
反
射
さ
せ
る
人
が
い
た
り
、い

わ
ば
太
陽
の
役
割
と
月
の
役
割
を
す
る
人
、二
つ

揃
っ
て
初
め
て「
明
る
い
学
校
」が
出
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
家
庭
に
お
い
て
も
、地
域
や
職
場
に
お
い
て
も

同
じ
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
が
太
陽
と
月
の
二
面

を
持
つ
と
と
も
に
、時
に
は
太
陽
の
立
場
に
、時
に

は
月
の
立
場
に
立
っ
て
人
と
接
す
る
こ
と
で「
明

る
さ
」が
創
造
さ
れ
た
り
、保
た
れ
た
り
す
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
私
達
大
人
が
子
ど
も
達
と
と
も
に「
明
る
さ
」を

共
有
で
き
る
、そ
ん
な
環
境
の
中
で
生
き
続
け
た

い
も
の
で
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

敦
賀
市
、
美
浜
町
、
旧
三
方
町
に
あ
る
27
の
薬
局
に

勤
務
す
る
薬
剤
師
の
団
体
で
す
。
一
般
薬
の
販
売
の

ほ
か
処
方
箋
の
調
剤
、
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
で
の
調

剤
、
学
校
薬
剤
師
と
し
て
担
当
す
る
学
校
で
衛
生
環
境

や
学
生
へ
の
講
義
や
、
高
齢
者
の
薬
の
管
理
な
ど
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
新
薬
も
次
々
と
発
売
さ
れ
苦
痛

を
取
っ
た
り
症
状
を
改
善
し
た
り
病
気
の
進
行
を
抑

え
る
な
ど
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
正
し
い
使
い
方

を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
は
病
院
に
勤
務
す
る
薬
剤
師
と
一
緒
に
行
っ

て
い
る
勉
強
会
の
様
子
で
す
。
薬
剤
師
に
な
る
に
は

薬
学
部
へ
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
薬
学
の
道

へ
進
ん
で
医
療
に
携
わ
っ
て
く
れ
る
子
供
達
が
増
え

て
く
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

敦
賀
市
薬
剤
師
会

団
体

紹
介

子
ど
も
が
外
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
浮
か

な
い
顔
を
し
「
今
日
な
ー
…
」
と
話
し

始
め
た
と
き
、
ち
ょ
っ
と
不
安
に
な
り

な
が
ら
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾
け
る

事
あ
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
話
が

友
達
と
喧
嘩
を
し
た
事
だ
っ
た
り
、

先
生
に
叱
ら
れ
た
事
だ
っ
た
り
す
る

と
、「
そ
れ
は
ね
、
こ
う
し
た
方
が
よ

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。」
と
意
見
を
言

っ
た
り
、「
あ
な
た
も
悪
い
と
こ
ろ
な

か
っ
た
?
」
と
お
説
教
し
た
り
、「
私

か
ら
伝
え
て
あ
げ
よ
う
か
。」
な
ど
と

善
後
策
を
考
え
た
り
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
か
?
「
も
う
い
い
わ
!
」
と

子
ど
も
か
ら
言
わ
れ
て
「
ど
き
っ
」、

そ
う
な
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合

子
ど
も
達
は
、
意
見
を
聞
き
た
い
と

か
、
何
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

話
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。

「
そ
う
か
。
そ
う
か
。
そ
れ
は
大
変
だ

っ
た
ね
。
わ
か
る
わ
か
る
。
そ
の
気

持
ち
」
と
、
共
感
し
て
も
ら
え
た
ら
そ

れ
で
元
気
に
な
れ
る
の
で
す
。
例
え

ば
、
私
た
ち
大
人
も
誰
か
に
相
談
し

た
と
き
、「
そ
れ
は
あ
な
た
が
ね
〜
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
次
か
ら
は
話
し
た

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
黙
っ
て
頷

き
な
が
ら
、
心
と
耳
を
傾
け
る
…
。
そ

う
す
れ
ば
、
子
ど
も
達
は
自
分
へ
の

自
信
と
、
共
感
し
て
く

れ
る
人
が
い
る
安
心

感
で
、
自
ら
解
決
す

る
力
を
つ
け
て
い

く
の
で
す
。

明
る
く
生
き
た
い

子
ど
も
の
話
に
共
感
を

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議  

会 

長  

籠 

正

義

会 

長  

南　

雅

継

事
務
局　

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内

　

〒
９
１
４-

０
０
４
７ 

敦
賀
市
東
洋
町
１
の
１

『
青
少
年
つ
る
が
』第
34
号

平
成
28
年
６
月
28
日　

編
集
・
発
行　

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
  aig
o
@
to
n2
1
.ne
.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
２
３-

０
１
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２
３-

０
５
２
３

皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

平
成
28
年
度(

第
11
回)

賛
助
会
員
募
集
に
つ
い
て

◇
賛
助
会
員
ご
参
加
の
お
願
い
◇

　　皆
様
か
ら
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
賜

り
、
当
会
事
業
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　　毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
賛
助

会
員
の
募
集
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年
も

７
月
下
旬
に
封
筒
を
お
配
り
す
る
予
定

で
す
。

　　今
後
も
、
皆
様
と
共
に
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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